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   開 会  午後１時00分 

○中西宏彰議長 それでは、新城市議会副議

長の中西です。本日、議長職を務めますので、

よろしくお願いいたします。 

 開会前に、議長から申し上げます。本日、

齊藤美代子議員が体調不良により欠席されて

います。御本人から齋藤純子さんを代理とさ

れたい旨の申し出があり、許可をいたしまし

たので、御報告いたします。 

 ただいまから、平成２８年度新城市女性議

会を開会します。 

 初めに、穂積市長から挨拶をいただきます。

よろしくお願いいたします。 

 穂積市長。 

○穂積亮次市長 皆様、改めましてこんにち

は。市長の穂積でございます。 

 新城市として２回目となる女性議会を開催

できることを心からうれしく思っております。

また、議員の皆様方、議員に応募されて以降、

今日の一般質問に至るまで、関係担当職員と

の協議を初めとして、大変な努力を重ねられ

てきたことと思います。質問通告書に込めら

れた思いをしっかりと受けとめながら、市政

運営に生かせるように努力をしてまいりたい

と思います。 

 昨年と同様、いただいた質問につきまして

は、私のほうから第１問目をお答えをして、

教育関係については、教育部局のほうからお

答えしますが、２問目以降、より具体的なこ

とになる場合には、担当の部長からお答えを

させていただく場合もあることを御了解いた

だきたいと思います。 

 今日は答弁台、そして質問台ともに花が飾

ってありまして、これは初めての光景です。

去年もなかったと。あ、あった。失礼しまし

た。あったそうです。多分、去年は緊張の余

り、見えなかったんだと思いますが、いつも

の議場もこのように華やいでてといいなと思

ったところでございます。 

 では、最後までしっかりと答弁させていた

だきますので、よろしくお願いいたします。 

○中西宏彰議長 それでは、これより女性議

会一般質問を行います。 

 一般質問の通告者は熊﨑直美議員、太田幸

江議員、澤上花子議員、内藤里巳議員、遠山

恵理議員、中尾恭子議員、長坂美菜子議員、

長坂佳子議員、齊藤美代子議員代理斎藤純子

さん、以上の９人です。 

 質問の順序は、お手元に配付の一般質問順

序表のとおりです。 

 順次、発言を許可します。 

 最初の質問者は、熊﨑直美議員。 

○熊﨑直美議員 では、大規模地震等発生時

の新城市の災害弱者への対応についてに、質

問させていただきます。 

 私は今、知的障がいのある子どもを育てて

います。新城市では、レインボーはうすやも

くせいの家ほうらいなど福祉施設があります

が、現在は定員いっぱいに近く、将来的に利

用できないのではないかといった心配の声が

上がっている状況です。 

 そのような状況の中、大規模な災害が起こ

り、避難所生活が長期化した場合に、障がい

者などの災害弱者と言われる人も安心して過

ごせるようにすることが重要であると考えま

す。そこで、福祉避難所となり得る市内の施

設も限られている中、今まで以上に受け入れ

可能施設をふやす、また一般の避難所であっ

ても災害弱者に配慮された体制をとることが

できる仕組みを構築するなどの対策をしては

どうかと考えます。 

 それで、質問です。 

 １つ目、災害が起こって、福祉避難所が開

設されるとき、新城市には指定福祉避難所が

５つありますが、知的障がいや発達障がいな

どに対応できる避難所はレインボーはうすし

かないと思われます。このままの状況でいい

とお考えですか。 

 ２つ目は、他都市との社会資源との災害提

携をするということなどは考えていないので
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すか。 

 ３つ目は、実際に避難所生活を送ることに

なった場合、一般の避難所であっても、障が

い者と健常者がトラブルなく過ごせるよう、

市民への理解を広める働きかけを行っていた

だきたいと思いますが、いかがですか。 

○中西宏彰議長 穂積市長。 

○穂積亮次市長 それでは、御質問の３点に

ついて、私のほうから、お答えさせていただ

きます。 

 まず、大前提といたしまして、災害対策、

防災、減災の対策につきましては、これでよ

しという終わりはないものと思っています。

災害が起こるたびに、その災害ごとに、個性

と言っては言い方がよくありませんが、特性

がございます。そして、そのたびに新しい、

これまで知られていなかったこと、あるいは

これまで予想もしていなかったことが起こっ

てまいります。 

 特に、障がいのある方の避難所生活につい

ては、阪神淡路大震災もそうでありましたが、

東日本大震災のときに大きく問題となりまし

た。これは、被害が大規模で、広範囲に及ん

だことや、それから非常に長期に及んだこと

などから、これまで見えにくかったことが余

計に顕在化したがためだと思っておりまして、

私どもの新城市にとりましても、他人事では

ない、本当に我が事として考えていかなけれ

ばならないことだと認識をしています。 

 今、第１問目でございますけど、福祉避難

所、現在５カ所を指定させていただいている

のは御指摘のとおりでありますけれども、今、

御指摘のあった知的障がい等、発達障がいの

ある方の福祉避難所としては、社会福祉法人

新城福祉会が運営するレインボーはうすにお

願いする可能性が高いと思いますが、当然、

熊崎議員御存じのとおり、福祉避難所は発災

直後に開設されるわけではなくて、まず一般

の指定避難所等に避難していただいた上で、

その中でそれぞれ対応の必要な方に対応して

いくという状況、そういう仕組みになってお

ります。そこでは当然、指定避難所に避難を

されている方ばかりではなくて、障がいの種

類によっては、集団の生活そのものが障がい

になってしまう、あるいはパニックになって

しまうような方も当然予想されます。その方

たちは恐らく、御自分の家庭の中とか、ある

いは知り合い等を通じて避難をされるという

ケースが多いのかなと思います。そうした

方々まで含めてフォローができるような体制

があるかと言われますと、残念ながら、今、

新城市の現状はそうではありません。 

 そして、レインボーはうすさんにお願いを

するとしても、受け入れのキャパシティ、容

量、あるいは人的な対応などについて、そこ

にだけ負担を強いることも難しいかと思って

います。また、レインボーはうす以外にも、

障がい福祉に関するサービスを提供する事業

所は市内に複数ございますけれども、昼夜を

分かたず避難所となるというところは、残念

ながら、現在まで確保できていないのが現状

であります。 

 そのような状況でありますけれども、御本

人の居場所づくり、あるいは介護をする方の

負担の軽減になるような措置、こうしたこと

は積極的に検討していかなければならないと

思っていますが、同時に、施設のことだけで

はなくて、あらかじめ予想される障がいを持

った方への個々の事情に配慮した、あらかじ

めの避難対策というのも、個人で考えていた

だくとともに、市にも御相談いただいて対応

していくことが必要ではないかなと思ってい

ます。この避難所をつくったから、もう大丈

夫ですよということではない、という認識で

取り組んでいきたいと思います。 

 それから、第２問目でございますけれども、

他都市との連携であります。災害時における

さまざまな協定は、他の自治体あるいは関係

機関といろんな形で結んでおりますけど、福

祉避難所に限って、特定をして協定を結んで



－3－ 

いるところは、現在のところはありません。

これも１つの大きな、出されてきた課題、テ

ーマであると思いますので、当然検討をして

いかなければならないと思います。 

 災害時の協定というのは、基本的に相互主

義をとりますから、つまりＡという市とＢと

いう市が協定を結ぶ場合には、Ａ都市で被害

が起こったときにはＢで受け付けます、Ｂで

起こったときにはＡで受け付けますという、

相互主義というわけでありますけど、相互の

応援協定というのが基本、大原則になってく

ると思います。そういう意味で、新城市の持

っている資源をしっかり見つめながら、じゃ

あ例えば、近隣の都市で同じ災害が起こった

ときに、新城市でどのような受け入れをでき

るかということを考えることと合わせて、他

都市との関係というのは結んでいかなければ

ならないものだと思います。その点は御理解

いただけると思います。 

 また、関係する自治体等々については、近

隣の自治体ということも選択肢の１つであり

ますけども、同時に広範囲な、大規模な災害

の場合には、近隣地帯も同じような災害にあ

っている可能性が高いと思いますので、では

遠隔地ということになりますと、そこへの移

動の困難というのがまた出てきます。そうし

たことも合わせもって、まず私どもの足元を

しっかりともう一回見詰め直して、新城市が

できる幅というものも、私たち自身が、市民

自身が、あるいは行政自身がしっかりと認識

をし、さらに市内で充実できることを考えな

がら、また受け入れられることが、そのこと

により可能性が開けてきますので、検討をさ

せていただきたいと思います。したがって、

福祉施設の災害協定の可能性については、新

城市の防災会議等を通じて検討をしていきた

いと思います。 

 ３点目でございますけれども、これはある

意味で言えば、障がいのあるなしにかかわり

なく避難所で起こり得るトラブル、これは多

様にございます。お子さん方、あるいは高齢

者、あるいは女性へのハラスメント、こうし

たこともたくさんございますけれども、わけ

ても知的障がい、あるいは発達障がい等の障

がいをお持ちの方との生活というのが、より

大きな障壁が待ち受けているものと思います。

言いかえるならば、そうした方々とトラブル

を未然に防ぎながら避難所運営ができる仕組

みづくりをつくっていくことは、全ての人に

とっても、恐らくその避難所が安心できる場

所になるだろうと思いますので、これも避難

所の運営について、あらかじめしっかりとシ

ミュレーションをしたりしながら取り組んで

いかなければならないと思っています。 

 これについては、何年か前でしたか、数年

前に新城市の男女共同参画のシンポジウムが

ありまして、その折に仙台市の福祉の活動を

されている、宗像さんとおっしゃったと思い

ますが、見えて、防災対策、災害対策避難所

運営に女性の視点を必ず入れるべきだという

ことを強く言われて、以来私どももその御提

言をしっかり受けて、新城市の防災会議に女

性枠というものを設けさせていただいており

ます。今日いただいたことは、さらに障がい

をお持ちの御家族の視点、そういうものを防

災対策の中に入れていくことの大切さを指摘

いただいたものと理解をさせてもらいました。 

 そして、現在、市では出前講座というのを

行っていまして、それぞれの担当課が地域、

職域等に赴いて、市の行っている事業を紹介

し、御利用いただけるように働きかける講座

をやっています。防災対策は、その中の大き

な事業でございますので、改めて問題を抱え

ておられる皆さんが、例えば防災安全課に御

提言いただいて出前講座などをしていただく

と、逆に我々の職員も気づかなかったことを

気づかせてくれる場にもなろうかと思います。

日ごろからそういうコミュニケーションとい

いますか、お互いの問題の理解を深めていく

ことが、とりもなおさず、いざというときの
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最大の役に立つものと思いますので、これら

についてもぜひ御検討いただければと思いま

す。 

 以上、まず第１問目とさせていただきます。 

○中西宏彰議長 熊崎直美議員。 

○熊﨑直美議員 では、ただいまの件につき

まして、再質問をさせていただきます。 

 再質問は３つあります。 

 １つ目は、１の福祉避難所をふやすために

既存の施設を改修する必要がある場合、市と

して何らかの補助をすることは考えています

か。 

 ２つ目は、指定避難所の中には中学校があ

りますが、今言われた防災講座を中学生向け

に実施して、実際に災害が起こって避難生活

が始まった場合、中学生にボランティアとし

て頑張ってもらえるようになればいいなと思

いますが、いかがですか。 

 ３つ目は、防災講座の内容も、より実践的

なことをやっていくということを考慮して、

例えば文化会館で宿泊体験をするなどのこと

をやってみてはどうかと思いますが、いかが

ですか。 

○中西宏彰議長 穂積市長。 

○穂積亮次市長 まず、福祉避難所を改修す

る場合の補助ということでございますけど、

もし、それが公共施設の場合には、当然、市

が負担をして改修をすることになると思いま

す。また、民間の事業所等で、福祉避難所用

の改修をしたいというお話があれば、まだ現

在、それを対象とした要綱等がないものです

から、どういう形でできるかは別として、御

相談にのらせていただいて検討させてもらい

たいと思います。 

 それから、２点目の中学生向けの講座とい

うのについては、もちろん中学校の中でいろ

んな防災教育を、私どもも折に触れてやらせ

ていただいておりますけど、より大規模な形、

あるいは今おっしゃった中学生のボランティ

アというものでやることについては十分に積

極的な意味があると思います。また、中学校

の校長会等とも協議をしながら考えていきた

いと思います。 

 ３点目の防災講座の内容で、宿泊を伴った

ものというお話でございましたが、これはま

だ今までやったことがありませんし、残念な

がら検討したことがございませんが、もし、

そういう必要性といいますか、声がたくさん

寄せられてくる場合には考える必要もあるか

なと思いますが、なかなか難しいかなとは、

一概にぱっと考えてですね、直感的には思い

ます。 

 が、その前に、避難所の運営についてのい

ろんなシミュレーションをするプログラムが

あります。避難所運営を一から、その中で運

営会をつくって、最初に資機材をどう配置す

るか、あるいは避難所の中をどうやって仕切

っていくか、あるいは簡易トイレをどうやっ

て設置するかという、次々と起こる事態に対

応するシミュレーションのようなプログラム

がございますので、こうしたことは各地域の

防災対策の会の中で積極的に運用していきた

いと思います。 

 また、もし地域の皆さんで、非常に大きな、

切実な声として、宿泊を伴ったプログラムを

一度考えたらどうかというようなことがあれ

ば、これはまた１つの大きな提言として考え

ていきたいと考えておりますが、今まで、ま

だ私自身はそういう提案を受けたことがござ

いませんので、なるほどなと思いながらもす

ぐやるぞというのはなかなか、一概には難し

いかなと思ったのが率直なところです。 

○熊﨑直美議員 では、これで質問を終わり

ます。ありがとうございました。 

○中西宏彰議長 熊崎直美議員の質問が終わ

りました。 

 次に、２番目の質問者、太田幸江議員。な

お、太田幸江議員から資料提示の依頼があり、

許可をいたしておりますので、御報告いたし

ます。 
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 太田幸江議員。 

○太田幸江議員 では、通告に従い質問に入

ります。 

 作手小学校新校舎・山村交流施設について

お聞きします。 

 現在建設中の作手小学校新校舎は、同じ敷

地内に山村交流施設を併設し、一部のスペー

スを共有するなど新しい考えでつくられた施

設となっています。この施設は児童と保護者、

地域住民がさまざまな活動を通して、異世代

交流する場となることが期待されています。

作手地区では、平成２９年３月の作手小学校

新校舎竣工に向けて、作手小学校設立準備会

を立ち上げ、さまざまな課題について話し合

ってきました。設立準備会は現小学校の有効

的な利用方法、新校舎設立にかかわる諸準備、

及び山村交流施設の利用検討を進めることを

目的に活動しています。 

 また、下部組織として山村交流施設活用推

進コーディネーター会をつくり、施設のより

よい活用の仕方を、音楽・ホール、図書、調

理、子育て、その他の５つの部会にわかれ、

作手の既存の団体構成員が集い、検討してい

ます。私の参加している図書部会を例に挙げ

れば、あめんぼ読書会と、こども園や小学校

の読み聞かせグループなどの会員が集まり、

図書室の運営の仕方や蔵書、備品の選定など

一つ一つ検討してきました。 

 こちらは、コーディネーター会で作成した

ポスターです。山村交流施設の来年の４月会

館の告知とともに活動の場を広げようと呼び

かけるために発行しています。合い言葉は

「つくらんと！つくで！」。ほかにも現在、

作手で活動中の団体を紹介しながら、山村交

流施設でどんな活動をしたいか宣言していま

す。去る７月３１日には、児童の父親が中心

となって上棟式を開催したところ、約３８０

名が参加する盛大な式となり、新しい施設へ

の期待の大きさを感じる結果となりました。 

 ほかにも、作手地区では市内一斉共育の日

に、つくでっ子元気事業を開催し、園児、児

童、生徒、保護者、地域住民が伝統音楽やパ

フォーマンスを鑑賞する機会を設けています。

このように、作手地区は共育を体現しようと

取り組んでおり、共育施設を地域とともに使

いこなし、ともに学び育つ地域をつくるため

には山村交流施設がその中心を担うことが期

待されています。 

 しかし、山村交流施設の会館まで約半年と

なった現在でも、運営にかかわる予算や配置

される職員について、設立準備会からの質問

に対し、市からの明確な回答をもらえていな

いのが現状です。そのため、コーディネータ

ー会を中心に計画してきた施設の運用や利用

が本当に実現可能なのか、共育施設として機

能していくのか不安が募ります。 

 そこで、質問します。 

 質問１、児童の安全と施設の十分な活用の

ために重要となる管理者を含めた職員の配置

をどのように考えていますか。 

 質問２、山村交流施設を中核として作手地

区が取り組んでいく共育活動を、全国へ発信

していくような共育推進モデルととらえ、サ

ポートしていく考えはありますか。そして、

運営予算のサポートを考えていますか。 

 お願いします。 

○中西宏彰議長 和田教育長。 

○和田守功教育長 作手小学校新校舎、それ

から山村交流施設のオープンに向けまして、

作手地区の方々が一生懸命、御尽力いただい

ておることを聞いておりますし、大変ありが

たく思っております。 

 御質問の１問目の回答ですけど、子どもた

ちの安全につきましては、学校管理下におき

ましては教職員が、そして授業後の児童クラ

ブにおきましては担当の指導員が、それぞれ

責任をもって行ってまいります。また、それ

以外の施設利用の際には、山村交流施設の配

置いたしました職員が全体を見守り、管理し

てまいります。また、校舎、施設の活動場所
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につきましては、中庭広場を取り囲む周りに

あり、どの活動場所からも見渡せるというよ

うになっておりますし、出入り口も限られた

箇所となっており、安全への配慮がなされて

おります。そこで、共育の趣旨からも、施設

を利用する地域住民の方々皆さんで、顔と名

前のわかる人間関係を築く中で、安全を確保

していくことができればと考えております。 

 配置いたします山村交流施設の職員につき

ましては、施設の管理、運営に必要な職員数

を確保するとともに、その中で学校と地域、

子どもや大人、大人同士のそうした連携や調

整を行う共育コーディネーター役の職員の配

置も考えております。その上で、隣接する作

手民俗資料館の管理も含めまして、効率的な

職員配置を検討しております。 

 ２問目の作手地区の皆様が山村交流施設及

び作手小学校を拠点として共育活動を展開さ

れることは、施設の有効活用、地域の活性に

通じ、大いに御利用していただきたいと思い

ます。国の「まち・ひと・しごと創生ビジョ

ン」の中でも、学校を核とした地域活性化、

地域づくりの推進がうたわれております。学

校と地域が連携、共同して、地域資源を生か

した活動を進め、地域力の強化を図る必要性

が述べられております。作手地域のこれまで

の共育を目指す取り組みはこの先駆けであり、

共育推進モデルとなり得るものだと思ってお

ります。ぜひ、しっかりと形づくっていって

いただきまして、全国に発信していただけた

らと考えます。教育委員会といたしましても、

学校と地域、子どもと大人、地域の方々がと

もに過ごし、ともに学び、ともに育つ、共育

のサポートは続けてまいります。 

 お尋ねの運営予算のサポートですが、地域

ごとに異なる活動資源や活動内容につきまし

ては、各地域で創意工夫して特色を発揮して

いくことが大切であると思います。市といた

しましては、施設の維持管理経費を確保する

とともに、市が主催いたします市内共通の文

化講座や料理教室等の開催、各種の助成事業

の紹介やその手続等のサポートを行ってまい

ります。 

○太田幸江議員 これで、質問を終わります。

ありがとうございました。 

○中西宏彰議長 太田幸江議員の質問が終わ

りました。 

 次に、３番目の質問者、澤上花子議員。 

○澤上花子議員 通告に従いまして、質問に

入ります。 

 女性が活躍できる、輝いて働けるまちにす

るための支援体制について、お伺いいたしま

す。 

 私は市内で菓子店を営んでいます。お菓子

屋さんになることを夢見て、５年前、お店を

始めました。スタートラインに立つまでの準

備、販売方法、経営について、素人の私は手

探りでした。お菓子づくりを続けていくため

に、今も一歩ずつ進んでいます。職種は異な

りますが、私の周りにも自分の資格を生かし

て、一歩を踏み出して事業を始めている人も

います。そういった人をふやす、またはさら

にステップアップして事業を拡大するために、

新城市にも支援する体制があると、より事業

が進めやすいのではと思います。 

 質問１、資金面でのサポート体制について

教えてください。 

 質問２、運営を効果的にするための人的な

サポートはありますでしょうか。例えば、同

業者の方に話を聞けるようなネットワークが

あるとステップアップにつながると思います。 

○中西宏彰議長 穂積市長。 

○穂積亮次市長 女性の創業にかかわるいろ

んな御苦労の体験を踏まえた御質問と思って

聞かせていただきました。 

 新城市では、現在地域産業総合振興条例と

いうのを設けて、地域での特に女性や若者の

創業、起業を積極的に支援をしようと動き出

しております。 

 お尋ねのまず１問目の資金面でのサポート
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体制でございますけど、そのメニューを幾つ

か御紹介をさせていただきたいと思います。

まず、市内で事業を始められる方への資金面

での市のサポートといたしまして、新たな起

業と雇用創出を支援し、産業の活性化にプラ

スになることを目的に、昨年度から新城市創

業支援援助事業補助金制度というのをつくり

ました。 

 この制度は、市内に住所を持って、新たに

起業や創業をする方、それからまたは事業を

継承、例えば先代から受け継いだり、他の方

から受け継いだりするのを契機に、新しい事

業分野に展開をされる方、いわゆる二次創業

と呼ぶそうですけど、二次創業を目指す方を

対象にしまして、機械、器具、設備等の事業

拠点の整備に要する経費や、また宣伝広告費

など創業にかかる経費の３分の２以内、ただ

し上限は１００万円を上限として補助すると

いうものでございます。制度創設以降、６件

の創業支援をして活用させていただいていま

す。昨年度から始まった事業でありますけど、

既に６件の御利用をいただいておりますが、

さらに広げていきたいと思いますので、また

この議会を通じて、広く告知をしていきたい

と思います。 

 それから、これは創業支援にかかる直接の

補助金制度ですけど、もう１つは融資制度が

あります。これは小規模企業等振興資金、あ

るいは短期特別小口資金など、低金利での融

資制度を用意しています。また、融資制度を

利用する際に生じる信用保証や利子に対する

補助制度も用意していますので、この小規模

企業等振興資金に関しましては、担当のほう

にお尋ねいただくことを通じて、より詳しく

御紹介させていただけるかと思います。 

 また、本年度から、めざせ明日のまちづく

り事業補助金の中に、コミュニティビジネス

立ち上げ事業という新しいメニューをつくり

ました。いわゆるコミュニティビジネスとい

って、必ずしも営利を目的としたものではな

いんですけど、小さな地域社会の中で地域の

必要を満たすために、地域の住民が主体とな

って継続的に行っていく事業に対しての補助

金を交付しています。 

 これは、対象が地域の課題解決等に限定さ

れますけど、１６歳以上の市民が２人以上で

構成をした若者が半数以上か、もしくは女性

が半数以上の団体であれば補助対象となる事

業です。補助金の限度額が１００万円、事業

初年度の補助率は１０分の９以内。１０分の

１は御自分の自己資金が必要になりますが、

１０分の９以内であれば補助をするというも

のです。２年目からは３分の２以内となりま

す。これらについて、詳しい要綱がございま

すので、市のホームページにアクセスしてい

ただくなり、担当課のほうにお問い合わせい

ただきたいと思います。 

 以上が、市の用意をしているメニューであ

りますけど、このほかに国、県、それから商

工会等でも、さまざまな補助融資制度を利用

して用意をしております。これについても、

一括して、市の担当課のほうにお問い合わせ

をいただければと思います。 

 それから、２番目のサポート体制でありま

すけれども、事業運営に関する人的な、人の

面のサポートにつきましては、新城市を含む

北設楽郡の４町村を含めた新城、北設楽郡の

４市町村で、今年の５月に国の創業支援事業

計画の認定を受けまして、創業を希望する方

や、あるいは創業５年未満の方を支援するた

めの創業支援セミナーを開催することといた

しました。 

 セミナーの内容は、創業時に不安な経営や

財務、あるいは人事、販路の開拓等の分野に

おいて、専門家による講座を受講していただ

いてノウハウを蓄積するというものでござい

ます。この１０月から全５回のカリキュラム

で必要な知識を学ぶ、おくみかわ創業塾と名

前をつけて開講いたしました。これを、より

多くの方に利用していただくように、また次
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年度以降も続けていきたいと考えています。 

 それから、特に御質問のありました業者間

のネットワークでございますけれど、市内の

事業者が少ないところから、商工会の中には

御存じかもしれませんが、商業、観光、土産

品といった大くくりの部会は商工会にあるん

ですけど、より特化した、例えばお菓子屋さ

ん、例えば理容師さんというような形のもの

は、残念ながら、市の中ではまだございませ

ん。愛知県下でも問い合わせたところ、同業

者に限定したネットワークは、いわゆる業界

団体や協同組合といったものが、組織化され

た業種に限定されているのが現状のようでご

ざいます。このために、例えば、やっておら

れる新城スイーツ食Ｌｏｖｅのような立ち上

げと同時に、関係者みずからが積極的に同業

の方と情報交換をされたり、みずから動いて

いただくことが現状でございます。こうした

活動を、市としては、側面から支援をするこ

とは十分に可能ですので、その意欲、あるい

はそうしたことを立ち上げたいというお考え

があれば、積極的に何かの御支援をすること

はできるかと思います。 

 また、新城市では、女性の起業、創業を視

野に入れた、まち・ひと・しごと創生戦略の

一環といたしまして、輝く女性創業支援事業

を実施することとしております。女性が起業、

創業する上で、さまざまな障害や課題の解決

に有効に対応できるような施策を調査、検討

していきたいと思います。特に、女性の起業

の場合には、今澤上さんがお話になったよう

に、御自分の関心の領域の中から、あるいは

御自分自身が生活の中で困ったこと、困り事

を体験された上で、その困り事を解決するた

めに創業する場合が大変多いかと思います。

その場合にはどうしても、御家族や周りの方

の手助け、理解が必要でもありましょうし、

また創業時の困難を克服するためのノウハウ

の伝授なども必要だと思います。これらにつ

いて、新城市としては、まち・ひと・しごと

創生総合戦略の中で、女性の創業、起業に関

する支援について、大きく力を入れていきた

いと思っています。そのために具体的に何が

必要なのか、何が最も効果的なのかについて

は、現実にその中で苦闘しておられる方の御

意見、要望、ニーズをしっかりと探る、把握

することが必要でありますので、澤上さんの

御経験も含めて、あるいは周りの方でお困り

のことがあれば、積極的に私どもに御相談い

ただきたいと思いますし、我々もまた、いろ

んな意味で地域に出向いて、そうしたニーズ

を探っていきたいと考えているところです。 

 以上であります。 

○澤上花子議員 回答いただき、ありがとう

ございました。 

 これで、質問を終わります。このようなサ

ポート体制を多くの市民の方にも知っていた

だけるよう情報発信していただき、行政と市

民が一体となって、まちをかえるという思い

が、将来、未来を担う子どもたちも含め、１

０年、２０年、５０年先、自分らしさを発揮

し、活動、活躍する女性であふれる輝く新城

市になることを願います。ありがとうござい

ました。 

○中西宏彰議長 澤上花子議員の質問が終わ

りました。 

 次に、４番目の質問者、内藤里巳議員。 

○内藤里巳議員 では、通告に従いまして、

質問に入ります。 

 年配の方の力を生かすまちづくりについて

質問いたします。営業という仕事柄、伺う

先々の御家庭で、年配の方とも言葉を交わし

ます。御自分の必要性を求めてみえるのでは、

と感じるのは私だけでしょうか。少子高齢化

が加速する新城市であるのであれば、利便性

だけを追求するのではなく、その敬老都市を

具体的にアピールし、同時にお年寄りには老

いの自立を、若者には不自由だからこそ生ま

れる自由の発想があることを体感できる都市

にできないだろうかと考えます。 
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 １日の終わり、家族団らんのひと時、向き

合う相手がスマホやパソコンではありません

か。職場で普通の電話をとることができない

若者がふえつつあるとお聞きします。それを

時代の流れとせず問題視し、人が人によって

生かされる市であってほしいと願います。消

滅可能性都市などという汚名は返上し、コミ

ュニケーション充実都市になるべく、以下の

質問をさせていただきます。 

 １、新城市では年配の方々の活躍、活動の

場はどんなところにありますか。また、その

お知らせ方法について教えてください。 

 ２、世代、年代の異なる人同士のコミュニ

ケーションを密にすることはできませんか。

例えば、年配の方が当たり前にやってきた子

育てや郷土料理、その他、生活全般について

若い世代に伝える手段として、昨年の女性議

会の提案をもとに実現された新城市子育て情

報ナビ咲くらの中に、おばあちゃんの知恵の

ようなコーナーをつくり、伝えることはでき

ませんか。 

 ３、年配の方が日ごろつくっている家庭料

理の中には、とてもおいしい郷土料理があり

ます。これらに光を当てて、こども園や学校

の給食のレシピに加えることなどして、若い

世代に伝えることはできないでしょうか。レ

シピの集め方としては、レシピコンテストな

どを実施し、御年配の方が参加することで力

を生かすのはいかがでしょうか。 

 以上です。 

○中西宏彰議長 穂積市長。 

○穂積亮次市長 それでは、私のほうから続

けてお答えをさせていただきます。 

 まず、御質問の背景としてありましたお仕

事を通じて感じておられる実感、あるいは今、

御指摘のとおり、老いが自立をし、若者がま

た自由な発想をもって、コミュニケーション

充実都市をつくっていこうという話には、非

常に共感を覚えますし、私どもの新城市が目

指す方向、まさに、そのようなものでありた

いというふうに思いました。 

 その中で、まず第１問目でございますけど、

高齢者の方が活躍する場は、新城市にたくさ

んございます。御存じのとおりでありますけ

れども、例えばシルバー人材センター、ある

いは老人クラブの活動、あるいは地域のさま

ざまなお役を多くの高齢者の方が積極的に担

っていただいておりますし、ボランティア活

動の場面にも大変多く参加をしていただいて

います。 

 シルバー人材センターは御案内のとおり、

高齢者の健康で、生きがいのある生活の実現

を目的としておりますけれども、いきいきラ

イフの館というのが市内にございますが、そ

れを拠点として、各鳳来、作手地区でも拠点

を設けて活動していただいています。 

 老人クラブ活動では、生活を豊かにする楽

しい活動や地域での社会奉仕の活動を行うた

めに老人福祉センターを中心としてやってお

りますけれども、市からは高齢者生きいきま

つりですとか、安全安心活動の委託をさせて

いただいて、高齢者の活躍の場を広げたり、

あるいは高齢者みずからが、交通、あるいは

生活面の安全安心に自覚を深めていただいた

り、みずから啓発活動に立っていただく場を

設けています。 

 また、地区の役員やボランティア活動には

それこそ多くの方が参加をいただいておりま

す。ボランティア活動に関しましては、社会

福祉協議会が新城ボランティア市民活動紹介

誌というのを数年前につくりまして、多くの

事業団体を紹介しています。これについては、

社会福祉協議会の中にも、雑誌になっており

ますけど、市でも情報を把握しておりますの

で、それぞれの活動の団体についての御紹介

は、そこをまたごらんいただきたいと思いま

すけれども、さまざまな機関紙、会報、ホー

ムページ、あるいは新聞等を通じて活動が紹

介されていますが、さらにより多くの方がア

クセスできるように情報提供、活動の紹介を
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行っていきたいと思います。 

 それから、２番目でございますけど、子育

て情報誌咲くらの中に、おばあちゃんの知恵

のようなコーナーをつくることができないか

という御提案でございます。これは、今、内

藤議員さん、御指摘いただいたように、昨年

の女性議会の中で子育て情報が、特に市外の

方からのアクセスが非常に不便であって、情

報が非常に足りないという御指摘があり、子

育て情報誌咲くらの皆さんにお願いしながら、

新たにホームページをこの春から立ち上げて、

大変多くの方にアクセスをいただいておりま

すが、その中に今、御提案のあったようなコ

ーナーを設けることは十分に可能だと思いま

すので、運営の方々と御相談をさせていただ

きながら積極的に検討していきたいと思いま

す。 

 恐らく、高齢の方々が、自分が提供できる

いろんなノウハウや知恵、技術、こういうも

のを登録していただいて、それに応じた、サ

イトの中にそういうコーナーを設けて、それ

を必要とする子育て世代の方に利用いただい

たり、あるいは逆のケースのあるかもわかり

ませんし、そうした積極的な世代間のコミュ

ニケーションが双方向でできるような掲示板

の設置なども含めて、ニーズも含めて考えた

いと思いますので、またお知恵をお貸しいた

だきたいと思います。 

 ３番目のレシピコンテストなどを通じた、

いわゆる郷土食のことでございますけれども、

このことにつきましては、本市でも、いわゆ

る食育活動、それから食育推進計画というの

を平成２０年度に策定をいたしまして、さま

ざまな形で進めようとしているところでござ

います。 

 特色ある郷土料理や、地元で生産された食

材を使った料理も、愛知を食べる学校給食の

日というのを設けて、地元産、あるいは食育

の市産市食といっておりますが、市でつくら

れたものを市で食べていく、そういうような

ことを具体的に取り組みとして進めています。 

 それから、本市では女性農業者の団体であ

る農村輝きネット・しんしろというところが、

食文化の伝承や地域の農畜産物を生かした料

理活動の活動を行っております。これは、広

報ほのかで、ケーブルテレビ等で紹介をさせ

ていただいております。平成２２年度には、

そのレシピ集である「彩」今ちょっと私、こ

こに持っておりますけど、こういう冊子をつ

くって、レシピ集をつくっていただいており

ます。これによれば、ここでは郷土料理が３

８点、特産物料理が６６点、そのほか、お祭

りのときのような行事食も含めて幅広く紹介

されていますので、またぜひ、いろんな方に

お読みいただければなと思います。 

 なお、レシピコンテストという御提案であ

りますけど、方法がコンテストであるかどう

かは別問題として、そうした形でより最初の

御質問の背景にあったように、御自分が役に

立てることで役に立ちたいと思われる意欲が

発揮できるような場をつくることについては、

我々も積極的にやっていきたいと思いますの

で、どういう方法が一番いいかは、これまた

ちょっといろいろ勉強させていただきたいと

思いますが、御提案を受けとめていきたいと

思います。 

 以上です。 

○中西宏彰議長 内藤里巳議員。 

○内藤里巳議員 １番の質問について、再質

問させていただきます。 

 また、この高齢者の方々についてのお知ら

せ方法でありますけど、高齢者の方々からは

ホームページをごらんください、広報を見て

ください、どこを見たらいいの、どこを開い

たらいいのという地域の方々のお声は聞こえ

てまります。 

 例えばではありますけど、高齢者の方々が

特に足を運ばれる市民病院であるとか、そう

いうところに簡単に、わかりやすく掲示をし

ていただけるとか、そのような方法はお考え
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いただけないでしょうか。 

○中西宏彰議長 穂積市長。 

○穂積亮次市長 それは十分に可能だと思い

ます。 

○中西宏彰議長 内藤里巳議員。 

○内藤里巳議員 ありがとうございます。昨

今では、独居の方における悲しい事件や事故

が後を絶ちません。新城市でも、それを否定

できないと思います。まちぐるみで防犯の意

味でも、御年配の方々へのわかりやすい広報、

問いかけを期待しています。 

 これから、働きに行く世代の私たちが、両

親や、例えば家族を、安心して我が家に置い

ていける新城市にしていただきたいと願って

おります。 

 以上です、今日はありがとうございました。 

○中西宏彰議長 内藤里巳議員の質問が終わ

りました。 

 次に、５番目の質問者、遠山恵理議員。 

○遠山恵理議員 では、通告に従いまして、

質問に入ります。 

 私は新城市で生まれ育ちました。就職で一

度県外へ出ましたが、結婚後、市内にて有機

農業の研修をし、新規就農しました。現在、

小６と小３、２人の子どもを育てながら農業

をしています。 

 小６の娘は５６８グラムと、超低体重出生

でした。このため、脳性麻痺による体幹機能

の障がいを持ち合わせながら暮らしています。

娘の育ちを振り返ったとき、医療、療育、教

育、生活のさまざまな面で、戸惑うことが多

くありました。 

 いわゆる重症心身障がい児の育ちにおいて、

各分野での支援は不可欠です。市内でも、そ

の充実に日々努力をしてくださっている多く

の方々のお力添えもあり、どの子も育つ新城

版こども園や、長期休み中のデイ活動の場が

整えられました。また、障がい児施設等通所

交通費助成事業の検討も、当事者参加型で進

められています。こうした動きに対し、日々

感謝の気持ちでいっぱいです。 

 しかし、吸引や胃ろうなど医療的ケアのあ

る子どもたちや、視覚、聴覚に障がいのある

子どもたちへの支援がまだ不足しているのが

実情です。全体から見れば少数の子どもたち

ではありますが、大切な一人一人です。社会

的な配慮の格差が日常化しないよう、どの子

も育つ新城市づくりにお力をお借りできたら

と考えます。 

 以下、２点について質問します。 

 １、市外へと長距離通学をしている子ども

たちに対する教育保障について、どのように

考えておられますか。また、その保護者に対

し、地域が広く、社会資源が少ない新城市で

あっても住み続けられるために、経済的な負

担軽減だけでなく、移動支援などによる精神

的、肉体的な支援について具体的な策を講じ

ていただけないでしょうか。 

 ２、ヘルパーによる医療的ケアの研修支援

や日中一時支援、災害時の適切な支援など、

在宅生活を充実させるために、新城市の地域

事情を考慮した独自の策などを講じていただ

けないでしょうか。 

○中西宏彰議長 穂積市長。 

○穂積亮次市長 では、私のほうからお答え

をさせていただきます。 

 まずもって、最後の質問の、最後のところ

にありましたように、社会的な配慮の格差が

日常化しないようという趣旨について、非常

にありがたくといいますか、深く受けとめさ

せていただきました。 

 格差というのが広がっていると言われてい

ますけども、格差の多くが、知らないところ

から起こってくる格差、あるいは放置される

格差というのがたくさんあるかと思います。

それは、社会の側も、また日々暮らす個々人

の側も同様でありますので、実情を率直に、

勇気をもってお伝えいただくことを通じて、

行政が動くこともたくさんございますので、

こうした場の中に立っていただいたことに深
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く感謝をしたいと思います。 

 その上ででございますけど、現在のところ、

特に重症の心身障がいのお子さんをお持ちの

方の通学が非常に長距離化していること、経

済的、精神的、肉体的に大きな負担になって

いることは、私どもも承知をしているところ

でございます。 

 こうした状況を当事者参加型による意見交

換、これも御指摘いただきましたけども、通

じてニーズの把握に努めているところでござ

いまして、現在担当部署で、交通費助成等の

支援をまず検討したいということでございま

すので、これについて移動にかかわるさまざ

まな負担を少しでも軽減するようにしていき

たいと思います。もちろん、交通費助成だけ

ではその負担は解消されないわけですけど、

少しでも前に進めるために、このことからま

ず検討をさせていただいています。 

 それから、今年の７月から８月に、夏休み、

いわゆる長期休暇期間中に重症心身障がい児

の居場所づくり事業を行いました。地元の同

世代の子どもたちが一緒に楽しく活動し、交

流することで、また違った風景がそれぞれに

見えてきたのではないかと思います。 

 このように当事者の皆さんとの意見交換を

より積極的に進めて、少しずつ改善に努めて

いきたいと思います。社会資源が不足をして

いる新城市、また特に移動の距離が非常に負

担の大きい新城市でありますので、一挙に全

てを打開するということが難しいわけですけ

ど、今最初に申し上げましたように、率直な

現状をお伝えいただくことから、我々の気づ

きも始まっていきますので、これからもいろ

んな機会を通じて、御提言や御相談をいただ

きたいと思います。 

 それから、２点目でありますけども、障が

いのある方への御支援については、今でもそ

うでありますが、まず御本人や御家族のお話、

希望をお伺いすることを通じて、その活動を

通じて出てくる地域の諸課題を、関係機関と

共有して、解決をするための地域自立支援協

議会を設けて活動して取り組んでいます。 

 今年の夏に、市内の障がいに関するサービ

ス提供事業者に対して個別のヒアリング等を

行ったところ、ヘルパーさんをはじめとする

さまざまなサービス分野で慢性的な人材不足

であることが訴えられました。これが非常に

特徴的なことでございまして、このことが多

数届いてきたところでありますので、ヘルパ

ー事業を始め関係機関と協力しながら、人材

の確保、また人材の育成というものについて

も、サービス提供の効率化を図るようにして 

いきたいと思います。 

 それから、新城市のこども園では保育士に

対する研修の強化をしておりまして、特に発

達障がい等をお持ちの子どもさんたちへの配

慮、あるいはそのための独自のプログラム

等々をやっておりますけども、これらを通じ

て他のあらゆる障がい、あるいは個性に対応

できるような子育て環境もつくっていきたい

と考えています。 

 いずれにしても、御指摘のとおり、多職種、

多機能の方々が広く連携すること抜きに、こ

のケアはできないと思いますので、こうした

場をさらに広げていくために努力をしていく

所存でございます。御指摘に感謝をして、答

弁とさせていただきます。 

○中西宏彰議長 遠山恵理議員。 

○遠山恵理議員 ただいまの件につきまして、

再質問をさせていただきます。 

 ２点あります。まず、１点目ですが、先ほ

ど、市内のほうで交通費の助成、経済的な負

担軽減のところから対策を徐々に進めていく

ということで御回答いただいたのですが、や

っぱり精神的、体力的な負担軽減策が、現状

の就学支援の中でもなかなか、ほかに保護者

以外のものに置きかえることができないとい

う実情があります。なかなか、それを当事者

のみの力で解決することは非常に困難である

かと思います。そうした場合に、新城市独自
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の問題を解決する場というのか、当事者の意

見を参加型で聞いていただきながら、そうい

った検討をする場をつくる必要性があるので

はないかと思いますが、いかがでしょうか。 

 もう１点、日中一時支援に対しての具体的

な見通しだとかはありますでしょうか。 

 以上です。 

○中西宏彰議長 川合市民福祉部長。 

○川合教正市民福祉部長 御答弁させていた

だきます。 

 まず当事者参加による意見交換の検討の場

を設けてはどうでしょうかというお話をいた

だいたと思います。市としても、やっぱり当

事者に精神的な、体力的な支援という部分の

具体的な施策を検討する場として、これまで

の障がい児の関係当事者の集まりという形で、

保健センター等が所管しております、ぽかぽ

かの集いというような集まりもございます。

こういうような、同様の当事者の御参加をい

ただくような形の意見交換の場をできるよう

に考えておりますので、ぜひ御参加いただい

て、率直な意見交換をさせていただきながら、

次の支援という部分について検討させていた

だきたいと考えておりますので、御協力をお

願いしたいと思っております。 

 それから、日中一時支援の内容につきまし

ては、やはり今、子ども訪問リハビリステー

ションとかの実例の学習だとか、それから災

害支援の部分を含めて、いろんな支援の調査

を実施しておりまして、人材確保、予算確保

の内容についても考えていかなければならな

いなということを考えております。 

 やはり、基本は障がいのあるなしにかかわ

らず、地域で暮らし続けられる環境を当事者、

関係者の方々とともに、市民の方の理解も含

めてつくっていかなければいけないというこ

とを考えておりますので、御協力のほうをお

願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○中西宏彰議長 遠山恵理議員。 

○遠山恵理議員 質問させていただいたこと

に対して、非常に当事者としては心強い答弁

をいただけたかと思います。当事者としても、

問題を、課題を整理して、しっかりとお伝え

し、ともに住みよい新城市になっていくよう、

ぜひ一生懸命頑張っていきたいなと思います

ので、今後ともよろしくお願いします。あり

がとうございます。 

 これで、質問を終わります。 

○中西宏彰議長 遠山恵理議員の質問が終わ

りました。 

 この際、再開を１４時１５分とし、休憩い

たします。 

休憩 午後２時０５分 

再開 午後２時１５分 

○中西宏彰議長 休憩前に引き続き会議を開

き、女性議会一般質問を続けます。 

 次に、６番目の質問者、中尾恭子議員。 

○中尾恭子議員 では、通告に従いまして、

質問をいたします。 

 私は、今年の４月から、小さな林業会社で

現場作業員として働いております。少ない経

験からではありますが、新城市の森林政策に

ついてお伺いをいたします。 

 新城市の森林面積は、市の面積の８４％を

占め、うち８６％は個人所有の森林となって

います。森林は、木材生産はもちろんのこと、

水源かん養、国土保全、生物多様性等の公益

的機能を有し、我々の生活を根底から支えて

いるものです。ところが現在、放置された森

林が多く見られます。ほとんどが戦後の拡大

造林期に植えられた杉、ヒノキ林で、伐採期

を迎えていますが、手を入れられていません。

その原因として、木材価格の低迷により、森

林所有者が森林を管理する意欲をなくしてい

ること、一部の森林に関しては、所有者、あ

るいはその所在が不明であることが挙げられ

ます。 

 手入れ不足の人工林は、土砂災害等の原因

となる可能性があり、人工林に継続的に手を
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入れるためには国産材、市産材の消費を拡大

することが重要であると思います。 

 一方で、現場作業員は高齢化が進んでおり、

今後は人手不足が深刻な問題になると予想さ

れます。 

 以上のことから、３点お伺いをいたします。 

 １、地元産木材の消費拡大について、どの

ような取り組みがなされていますか。特に、

地域によっては、材に枝虫が入ってしまい、

強度に問題はないものの、価値がかなり低い

と聞きます。枝虫材に価値を与えるような対

策は考えられていますか。 

 ２、森林の集約化を進め、高性能の林業機

械を導入した効率的な管理を行っていると思

います。一方、所有者不在であったり、急傾

斜で機械が入れないなど、さまざまな理由で

集約化できない森林があると思いますが、そ

ういった場所の管理については、どのように

お考えですか。 

 ３、後継者不足をどのように解決しようと

考えていますか。また、緑の雇用制度以外で

新規就林業希望者をサポートする体制はあり

ますか。 

 以上３点、よろしくお願いいたします。 

○中西宏彰議長 穂積市長。 

○穂積亮次市長 女性議会で森林政策が課題

だったのは初めてでございますので、問題提

起に感謝をしたいと思います。特に、実際に

現場に入られての感想でありますので、でき

るだけそれに即した形でお答えできればと思

います。 

 まず、第１点目の地元産木材の消費拡大の

取り組みでございますけども、新城市として

やっていることを申し上げると、平成２４年

に公共建築物等における木材の利用の促進に

関する方針を定めました。これは、愛知県下

においては第１号の方針となりました。これ

は、公共建築物を建築する際に、できる限り、

積極的に地元産、あるいは県内産を使ってい

こうというものでございます。 

 具体的には、平成２４年度の黄柳川小学校、

２６年には作手総合支所、並びにもっくる新

城で利用しました。今後、作手の小学校、ま

た新庁舎にも市内産材を活用する予定であり

ます。また、さまざまな消防詰所等の小規模

の改修工事においても、できる限り地元産等

を使っているところであります。 

 それで、御質問にありました枝虫材という

のは、一般の方になかなか、言葉自体も初め

ての方が多いとは思うのですが、スギノアカ

ネトラカミキリというカミキリムシの一種の

幼虫が樹幹へ侵入することで、製材した材の

表面に蝕こん、食べた跡があらわれて、商品

価値が落ちることを言うと思います。特に鳳

来地区において深刻だということを聞いてお

ります。 

 枝虫材は、そういう表面にあらわれた化粧

材としては敬遠されているわけですけど、構

造上は問題がないとされておりますので、木

造建築で直接目に触れない部分である下地、

土台、はり、桁材等については、十分に利用

可能で、また逆に、その価値が安価なために、

積極的に利用しようという動きが始まってい

ると聞いております。これらについては、さ

まざまな強度、あるいは利用性、こういうこ

とについて、県等とも積極的に連携しながら

後押しをしていきたいと思います。 

 それから、集成材ですとか、このごろやら

れているＣＬＴと呼ばれる新しい集成材の木

材加工の分野での利用の拡大も見込まれると

思いますので、これらについての積極的な利

用を、県の研究機関等とも連携しながら進め

てまいりたいと思います。もちろん、市の公

共建築物についても同様だというふうに思っ

ています。 

 ２番目の森林の集約化に伴う、一方では急

傾斜地等の今後の対策でございます。戦後長

らく、日本は拡大造林を続けて、山のてっぺ

んまで含めて人工林を植えてまいりました。

これは、当時の木材価格が非常に高かったた
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めに、もうかるであろうという見込みの下で

造林を続けたわけですけど、戦後の外材の輸

入の自由化等も相まって、競争力を失ったと

ころが放置をされているのが現状だと思いま

す。 

 ここ１０年ぐらいで、大きく森林整備の考

え方も変わってきて、木材生産だけのための

森林ではないという価値づけも広まってきま

した。新城市では、現在、森林整備計画、こ

れは市町村が整備計画をつくることを義務づ

けられていますけれども、森林整備計画の中

で大きな意味でいわゆるゾーニング、ゾーン

を分ける考え方を採用しています。木材生産

により集約化していく森林地域と、それから、

むしろ公益的機能を重視するような森林、あ

るいは次第に長年月をかけてでありますけれ

ども、いわゆる昔の天然林の状態に返してい

くような森林。大きく分けて、この２つに大

別しながらゾーニングをしています。 

 ゾーニングと言いましても、各それぞれの

土地には所有者がおられるわけでありますし、

現実の、現在の植え込み状況もありますので、

一挙に行くわけではありませんけど、その森

林整備計画に基づいて、さまざまな林道の開

設事業だとか、あるいはさまざまな補助事業

などを施行することで、長い目で見た場合の

ゾーニングをできるようにしていこうという

のが、この森林整備計画だと思います。 

 御質問にありました、急傾斜で林業機械も

入れないような森林につきましては、今後は

針葉樹と広葉樹が混合したような、いわゆる

混合林への転換を図り、森林水源としての機

能を高めていくように誘導していくことが必

要と考えています。 

 そのためにも所有者不在、不在所有者の土

地で、集約化の必要な土地については、さま

ざまな手法で所有者の特定を図るように取り

組んでいきたいと思います。これについては、

集落営農と同じように所有者の皆さんへの、

出かけていって提案をするような事業も森林

組合を中心にして行われています。市として

も、地元説明等には積極的に、一緒に入らせ

ていただいております。 

 ３番目に、後継者不足のことでありますけ

ど、森づくりの人材育成をすることを目的と

したさまざまな講座や県の研修づくり、ある

いは新城市の市民参加の森づくり事業なども

やっておりますけども、十分に対応ができて

いるかといえば十分ではないと思います。 

 また、平成１８年度から始まった財団、豊

川水源基金の水源林保全流域協働事業、これ

は下流域の皆さんも水道料金の中から１トン

１円分を森林整備に充てるという事業であり

ますけれども、これの中で人材育成の項目が

ありまして、森林組合の作業員の育成や確保

に、最長５年間の人件費負担を初めとした資

格取得や森林作業の装備品についての費用補

助を行っています。これらのことを行ってお

りますが、なかなか定着したり、新しい人材

として活躍の場が広がっているかといえば、

必ずしもそうなっていない状況があります。 

 新規就農と違いまして、林業の場合にはそ

れだけで一本立ちするには相当長い年月の期

間が必要とされることや、あるいは広大な土

地を必要とすること等などから、いわゆる専

業で林業をしていくということは非常に現在、

難しい状況でありますので、さまざまな森林

作業の事業体、森林組合ですとか素材生産事

業者の皆さん、あるいは御指摘のあった小さ

なもの、あるいは最近では土木建築の事業体

が、森林作業に積極的に進出をしてきており

ますので、そうしたところの雇用条件、労働

条件を改善していくことも視野に入れていか

なければならないと思います。 

 今現在、新城市の森林組合はいわゆる直営

の作業班を持たずに、一人親方制度でそれぞ

れ雇用といいますか、事業を委託する形にな

っていますが、こうしたことが適当かどうか

も含めて、もう少し森林作業で働く方々の労

働条件、雇用条件というものの改善に目を向
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けていかなければならないかなと思っている

ところであります。 

 以上です、まず１問目。 

○中西宏彰議長 中尾恭子議員。 

○中尾恭子議員 ３つ目の質問につきまして、

再質問をさせていただきます。 

 御指摘のありました豊川水源基金が行って

いる森林組合の作業員に対する助成というも

のは森林組合の作業員に対しての助成であっ

て、私が勤めているような小さな会社では適

応されません。私が勤めている会社というの

は、昨年１２月にできたばかりでありまして、

現場で動けるのは私と代表の２人だけという

ような会社です。認定事業体でもないので、

国の緑の雇用制度というものも使えません。

つまり、特にサポートのないまま仕事をしな

ければいけない。チェーンソーを買ったりと

か、チェーンソーパンツ等の防護服というも

のを買ったりとかいうことで、結構お金はか

かります。そういった小さな会社、あるいは

個人が使えるようなサポートについて、市の

ほうで何かお考えはないでしょうか。 

○中西宏彰議長 穂積市長。 

○穂積亮次市長 現在、林業に特化した形で、

そういう助成をしている制度はないと思いま

すけれども、先ほど、一番最初のほうの質問

であった、いわゆる起業創業支援の枠、ある

いは、さまざまな地域産業の育成、そういう

観点から条件があてはまるならば、積極的な

支援ができるかと思います。 

○中西宏彰議長 中尾恭子議員。 

○中尾恭子議員 では、済みません、ちょっ

と戻りますが、最初の質問に対して、再質問

をさせていただきます。 

 枝虫材等の活用について、集成材であった

りとか、下地材等に積極的に使っていくとい

うような話がありましたけれども、その具体

例というものがあれば教えていただきたいで

す。 

○中西宏彰議長 古田産業振興部長。 

○古田孝志産業振興部長 枝虫材の利活用で

すけれども、先ほど市長が答弁したとおり、

構造上問題ないので、建築の下地材等に使う、

あるいはものによっては、現在、市で木質バ

イオマスの、湯谷温泉の加温施設等で燃料と

して使用するということも念頭に置きながら

考えてまいりたいと思っております。 

○中西宏彰議長 中尾恭子議員。 

○中尾恭子議員 ただいま、バイオマスとい

う言葉が出ましたので、お聞きしたいと思い

ますが、近年バイオマス発電というのがとて

も注目をされていて、全国的に発電所もたく

さんできています。その一方で、材の奪い合

いが起きていたりして、パルプの値段が上が

っているということがあったりとか、あるい

は材木して十分に使えるＡ材、Ｂ材と言われ

るものがバイオマス発電の燃料として使われ

ることがあると聞きます。そういったことに

ついて、新城市としてはどのような対策をお

考えですか。 

○中西宏彰議長 穂積市長。 

○穂積亮次市長 時間が限られているので、

端的にお答えいたしますが、今、御指摘のこ

とはバイオマス発電事業の抱えている構造的

な問題だと思います。つまり、再生利用可能

エネルギーの中で、バイオマス、木材の発電

使用というのは非常に大きな矛盾を抱えてい

ると私は思います。大規模発電がこれ以上続

くことは恐らく無理だと思いますし、それら

については、市に御相談があったときに事業

の可能性というもの、あるいは事業の採算性

というのを厳密に相談させていただきながら

事業の適格性について判断するという形で対

応することかと思います。 

○中西宏彰議長 中尾恭子議員。 

○中尾恭子議員 ありがとうございました。

これで、質問を終わります。 

○中西宏彰議長 中尾恭子議員の質問が終わ

りました。 

 次に、７番目の質問者、長坂美菜子議員。 
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○長坂美菜子議員 では、通告に従いまして、

質問させていただきます。 

 新城市内では現在、発達障がい等の子ども

が、定期的に言語療法を受けられる環境は整

っていますが、作業療法を受けられる環境が

不足しています。このため、我が子に作業療

法が必要と言われた親御さんは、豊川市や豊

橋市の医療機関まで通わねばならず、しかも

予約がいっぱいなため、より望ましい回数を

受けることがかなわなかったり、年齢で断ら

れてしまうこともあります。 

 言語療法と同様に、作業療法の需要はとて

も高く、市内で受けられるようになれば、発

達障がいの子どもを育てる親の不安も負担も

少なくなり、何より子どもの将来にとって大

きなプラスになります。不器用さから、子ど

も本人が頑張ってもうまくできず、大人も間

違った指導をしてしまい、心が傷つく子ども

もいます。作業療法が必要な子どもが、作業

療法を受けられる環境が市内に必要だと感じ

ています。 

 また、学童保育は年々需要がふえています。

最近でも、新城小学校の学童が、場所を教室

内に移動したり、また平日でも４年生以降の

受け入れを始めたと聞き、学童改善に対応し

てくださっているなと感じます。 

 学童の保育料に関してですが、こども園で

の保育料は一人親世帯だと第１子は半額なの

に対し、学童の保育料は生活保護世帯に対す

る減免制度はあっても、多子や一人親世帯へ

の減免制度はありません。特に、一人親世帯

は働くためにも学童保育の必要性が高く、し

かも所得が高いとは言えない場合も多くある

ため、減免制度が必要だと感じています。 

 以下２点について、質問します。 

 作業療法に関してですが、新城市内で子ど

もが作業療法を受けられる場所をつくる予定

はありますか。また、あれば、いつごろから

利用できるか教えてください。 

 ２点目、学童保育の保育料についてですが、

一人親世帯に対する学童保育の保育料を減免

する制度などの必要性は感じていらっしゃい

ますでしょうか。また、そのような制度をつ

くる予定などがありますか。 

 以上です。 

○中西宏彰議長 穂積市長。 

○穂積亮次市長 具体的な必要性のところか

ら質問を起こしていただきましたことに感謝

を申し上げます。 

 まず、第１点目でありますけど、結論的に

申し上げますと、今、市民病院の中で受け入

れの準備ができないか検討作業に入っている

ところでございます。御指摘のとおり、作業

療法を受けられる医療機関が今現在はないの

が現状で、その御要望も時々いただいたり、

必要を現場としては痛感しているわけであり

ます。 

 現在、市民病院では、病院のあり方そのも

のとして、いわゆるリハビリ体制の充実を取

り組んでいます。回復期のリハビリテーショ

ンの機能の充実に取り組んでいますが、患者

さんが自立するための生活支援を行う作業療

法士の増員をしておりまして、作業療法が必

要なお子さん方の受け入れについても、準備

を始めているところです。 

 具体的には、来年の４月から徐々にではあ

りますけど、受け入れを始めたいという形で、

施設面、あるいは人事面などについて準備を

整えようとしています。特に、子どもさんの

作業療法につきましては、非常に専門的な知

識、的確なプログラムが必要だと聞いており

ますので、そのための専門施設への研修、あ

るいは言語聴覚士などの院内スタッフとの連

携強化、専門施設との連携体制の構築など、

課題はたくさんありますけれども、それらは

乗り越えていくべき課題でありますので、一

挙にどれだけの方々を受け入れられるか、ち

ょっとまだここの場では申し上げられません

が、来年の４月からは、市民病院の中で受け

入れ可能な状況をつくっていきたいと、今取
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り組んでいるところであります。 

 それから、２番目でありますけれど、御指

摘のとおり、いわゆる放課後児童クラブの保

育料については、現在のところ、減免措置は

生活保護の世帯の方のみが対象となっていま

す。しかしながら、今、長坂議員さんが御指

摘のように、非常に学童保育、放課後児童対

策の要望が大変多くなってきております。そ

れは、働く親御さんがふえていることととも

に、一人親世帯の増加ということも背景にあ

ろうかと思っています。そうした状況であり

ますので、一人親世帯のところ等々について、

所得水準がいわゆる生活保護世帯ではないけ

れども、所得水準等の点で困難な方が大勢い

ることも認識をしております。 

 現在、市では、いわゆる子どもの貧困対策

として、市独自の子ども子育て世帯の生活実

態調査を実施しています。もちろん国も、全

国の一人親等世帯調査を実施していますし、

それも県が実施しされているんですが、新城

市の場合には、もう少し踏み込んだ調査を今、

全世帯当てにかけているところであります。

現在、回答状況が、この問題の性格上、余り

多くないかなと思って心配したんですが、７

割近くの回答が寄せられていて、しかも非常

に、かなり生活のひだの部分にまで踏み入っ

たような質問もたくさんさせていただいてお

りますけれども、今、それを一生懸命、集計

をしているところであります。 

 その実態に合わせまして、負担の公平性と

いうものを当然、考慮しなければなりません

が、必要な方に必要な支援が行き届くように、

制度の整備を図っていきたいということでご

ざいますので、いましばらくお待ちいただき

たいと思います。以上です。 

○中西宏彰議長 長坂美菜子議員。 

○長坂美菜子議員 ただいまの件につきまし

て、再質問させていただきます。 

 作業療法の具体的な時期を答えていただき、

ありがとうございました。実際に、新城市民

病院で作業療法がスタートし、一人の作業療

法士さんでは手いっぱいになったときに、増

員は考えていらっしゃいますでしょうか。例

えば、新城から一番よく作業療法で利用され

ている、豊川のさくら病院では、作業療法士

さんが常時２名で、連携よく動いてくださっ

ております。 

○中西宏彰議長 天野経営管理部長。 

○天野雅之経営管理部長 市民病院は、先ほ

ど市長が答弁しましたように、リハビリ体制

の充実に向けて、今年４月に１名、作業療法

士を増員しまして、現在４名体制で行ってお

ります。ですので、来年度、新たに増員をし

ていくという予定は今のところありません。

ただ、今後、必要に応じて、適切な人員配置

をしていきたいと思いますので、よろしくお

願いします。 

○中西宏彰議長 長坂美菜子議員。 

○長坂美菜子議員 今回、このような機会を

いただき、新城市内における小さい子どもの

健診の未受診者は訪問することなどでカバー

し、１００％ほとんどを、担当の方々が把握

されていると伺い、びっくりしました。とて

もいいことだなと思ったと同時に、担当の方

がかわってもこれを続けていってほしいと願

っています。 

 私は、３人の子の母ですが、長男の子育て

に悩んだときがありました。そのときに、療

育を進めていただきまして、さくらんぼ教室

やおおぞら園、言語訓練の先生、あとこども

園の先生の方々や、こども未来課の市の担当

者の方に、本当に精神面もですし、子どもも

ですし、いろいろ助けていただきました。お

かげさまで、今、小学校１年生になった長男

は元気よく学校に行っています。個人的なこ

とですが、私は山口県で育ち、兵庫県神戸市

で就職し、結婚して新城にやってきました。

今のところですが、新城市内で子育てをでき

てよかったなと今のところは思っています。

私のように悩んでいるお母さんに、手が差し
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伸べられ続けられる新城市になり続けていっ

てほしいなと思います。 

 以上、質問を終わります。 

○中西宏彰議長 長坂美菜子議員の質問が終

わりました。 

 次に、８番目の質問者、長坂佳子議員。 

○長坂佳子議員 では、通告に従いまして、

質問に入ります。 

 私は、新城市中心部で暮らし、商業にかか

わる中で、いろいろ考えることについて伺い

ます。新城市の中心市街地における衰退化は、

新城市の抱える大きな問題となっています。

また、近年では、新城、豊川インター間バイ

パスにより、市街地の疲弊は進むばかりです。 

 そんな中でありながらも、行政としては、

市街地整備改良事業や商業活性化事業等、さ

まざまな策を長年にわたり講じておられるよ

うです。中心市街地における大きな計画とし

まして、新城駅前開発の話は、まさに長年に

わたる計画として、市民の中でもささやかれ

てきたことでしょう。それにあわせて、中心

市街地の衰退は進むばかりです。 

 発案当初と比べると、明らかにまちの状況

が変わり過ぎています。そんな現在の状況を

考慮しての計画変更は、電車を利用したいが

駐車場がない等の声には答えられますが、こ

のような事業は進捗するも、市街地整備と商

業活性化が一体的ではないかと考えられます。

今までにも、商業者や行政が、一人の住民の

立場から駅前に望まれるまちを語り、魅力づ

けの方法を検討してきたと思います。また、

各自が最大限可能な範囲で、まちに資産を築

き、実需に対応した再開発を実現したくても

余力がないのが実情です。 

 新城のまちの魅力を高めるために、今まで

どおりというわけにはいきません。今まで、

店番として商店を守ってきた女性も、今でき

ることを常に考えていくべきと思うのです。

まちなみの景観をほんの少しよくすることで、

個性的な商品サービスを提供する意欲へとつ

ながってほしい。そのために、私は新城のま

ちなみを、のれんのかかるまちにしたいので

す。商工、行政における共同作業が功をなし、

そして、まち歩きを楽しめるまち、周遊人口

の確保とつながってほしいと思っています。 

 そこで、以下の３点について、質問します。 

 新城駅前開発において、立案当初とはまち

の状況は余りにも変わり過ぎています。それ

でも計画はなくなることがなく、駅前広場等

への計画に変更されたようですが、その計画

における現在の中心市街地への効果について

の考えをお聞かせください。 

 ２つ目、中心市街地には空き店舗も多く、

シャッター街とも言われる状況の中、そんな

空き店舗へのリノベーションや、地元高校、

若者への起業等、行政としての支援の考えは

あるのでしょうか。 

 ３つ目、新城市の中には、新城市活性化の

ためのさまざまな団体が存在しておられるよ

うです。恐らく、個々に情報発信はされてい

るとは思うのですが、一般に認知度が低く、

情報発信力の低さを思わせます。何か行動を

起こしたいときに手助けとなる団体へのかけ

橋になるための手段について、お聞かせくだ

さい。 

○中西宏彰議長 穂積市長。 

○穂積亮次市長 長年、中心市街地に生活、

あるいは御商売をされながらの実感の中での

御質問だと思います。順次お答えさせていた

だきたいと思います。 

 まず、新城駅前開発、あるいは中心市街地

の活性化のことでございますけど、いきさつ

だけざっと申しますと、都市計画道路の決定

というのが、栄町線の道路の決定が、これは

もう昭和３９年に都市計画決定をされており

ます。その後、平成１５年には交通機関の相

互乗り継ぎが安全かつ円滑に行えるように、

幹線道路と一体となった駅前広場を都市計画

道路の区域とする決定もしています。 

 これらにつきまして、いわゆる区画整理事
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業と一体となって進める計画でありましたけ

れども、区画整理事業等がなかなか進捗をし

ない中で、現状のところは、いわゆる旧国道

から市道入船線までの約１５０メートルにつ

いて、平成１５年度から平成１９年度に事業

を開始して、今、いわゆる亀姫通りという通

称の中でやっております。そこからさらに延

伸して、駅前に至る道につきましては、ごら

んのとおり、まだ整備がされていませんが、

計画は残っている状況であります。その計画

が残っている中で、長年にわたって土地が動

かなかったり、あるいは、いずれここができ

るからということで、建てかえが不便になっ

たりしている状況で、今の状況がございます。 

 一方で、駅前の状況はですね、駐輪場が整

備されておらず、非常に危険性も増している

ことから、区域の皆さんは、いわゆる区画整

備事業や栄町線事業については賛否いろいろ

あるものの、駅前広場については、何とか早

くやってほしいという要望が非常に、これは

強いものであります。 

 私どもも、新城駅の拠点としての役割、あ

るいは今後の災害対策、さらには安全対策か

ら駅前広場の整備は優先度が高いというふう

に考えておりまして、これにつきましては、

市の事業として、平成３２年度末までには駅

前広場の整理をしたいというふうに思ってい

ます。 

 その後の道路計画等については、さらに地

権者、あるいは地域の皆さんとの話し合いを

進めながら考えていかなければならないと思

いますが、御指摘のとおり、昭和３０年代に

つくられた都市計画決定道路以来、既に半世

紀以上たっておりますので、状況は大きく変

わってきています。駅前開発ということも、

単なる利便性の向上ということではなくて、

新しいまちづくりの観点から進めていく必要

があるだろうと思います。 

 その意味では、中心市街地は飯田線、それ

から公共施設、市民病院等が集中していると

ころでありますので、高齢者の方々の新しい

生活の場としても見ていく必要があり、そこ

から、まち中の商業の活性化等の新しいニー

ズをつくり出していかなければならないと思

っています。 

 ですので、現在、まずは駅前広場を整備い

たしますが、道路を整備するという場合には、

高齢者の新しい生活拠点としても成り立つよ

うな整備も進めていかなければなりませんし、

その意味では、歩いて、周遊をしながら生活

ができる空間として再設計をし、まちづくり

の進行を図っていかなければならないという

考え方を根底に持って進めようとしています。 

 それから、２番目でございますけれども、

空き店舗へのリノベーション等々への補助に

つきましては、さまざまな今、軽トラ市を始

めとした集客の効果を図るために、商工会の

皆さんが必死に努力をしているところであり

ますが、まだまだ非日常のイベントというこ

とで、日常のにぎわいの回復には至っていま

せん。 

 ただし、長坂議員御指摘のとおり、大きな

ハード事業としての設備はもちろんだけれど

も、１つの店がまちを大きくかえるというこ

とがあります。そういうところに、女性の視

点、若者の視点が注がれて、１つの小さなき

っかけが大きなムーブメントを起こしたり、

あるいは集客につながったりするような、そ

うしたリノベーション事業等につきましては、

先ほど澤上議員への答弁の内容と重複します

が、資金面でのサポート、あるいはスキルア

ップのサポートについては積極的に関与して

いきたいと思っています。先ほど言いました、

創業、起業の支援、あるいは設備の更新に当

たる補助制度、あるいは融資制度なども含め

て、積極的に御相談いただければと思います。 

 決して、一挙に面を変えることはできなく

ても、点が変わることによって、大きくまち

のイメージが変わることもあります。そうし

た付加価値をつけていくこと、デザイン性に
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すぐれた訴求力のあるリノベーション等につ

いては、我々も一緒になって勉強していきた

いと思っています。 

 それから、地元の高校等についてでありま

すけど、今でも新城高校の皆さんが軽トラ市

に出店をされて、さまざまな活動をされてお

られます。それは我々にも大変大きな勇気を

与えてくれていますが、基本的には高校の教

育活動の中で行われているものと思います。

そうした高校側からの要望、提案等々、それ

から商業者の皆さんとの協議、そして行政の

できること、もし必要ならば、そうした三者

の協議の場をつくることについては、我々も

積極的に努力をしていくつもりであります。 

 それから、３点目でありますけど、大きな

団体では独自のホームページを持ったり、Ｓ

ＮＳなども上手に活用されておられますけれ

ども、まさに今おっしゃったとおり、多くの

団体は有意義な活動をされているけれども、

市民全体への情報発信力は弱いのが実情であ

ります。 

 さまざまな団体の全体を１つにして、市民

とつないでいく効果は、これから大きな可能

性があると思います。現在、東三河５市で、

５市というのは豊橋、豊川、田原、蒲郡、新

城市の５市ですが、どすごいネットというネ

ットワークが開設されています。このサイト

は、新城市に申請することによって東三河地

域の団体の活動内容などを紹介することがで

きるものです。このポータルサイトの充実と

ともに、先ほどちょっと触れたんですけど、

社会福祉協議会が新城ボランティア市民活動

紹介誌をつくっております。これらについて、

市民活動の団体の一覧がのっています。また、

市民活動のサポートも、新城市の市の業務の

一環でありますので、こうしたより大きなプ

ラットホームをつくって、市民力、市民活動

力が十分に発揮できるような場づくりについ

ては、今後とも努力をしていきたいと思いま

す。 

 まず、最初のお答えとします。 

○中西宏彰議長 長坂佳子議員。 

○長坂佳子議員 では、ただいまの件につき

まして、再質問させていただきます。 

 空き店舗への行政の考え方について、お答

えをいただき、ありがとうございました。利

用価値をつけるための資産としまして、空き

店舗だけでなく、新城中心部において空き地

も年々ふえているように思われます。個人資

産とはいえ、土地が生かされないことについ

ても、人口の増加の妨げであったり、まちの

疲弊の原因の１つと思うのですが、行政とし

ての今後の考え方は何かおありでしょうか。 

○中西宏彰議長 穂積市長。 

○穂積亮次市長 空き地対策につきましては、

国も法律を整備いたしまして、新城市でも空

き家等対策の協議会を設置して、空き家対策

の基本計画を今、つくっているところです。 

 それに先立っては２年前ですか、新城市、

市長のほうから、全１０の自治区に対しまし

て、空き家、空き地問題の課題と解決策につ

いて諮問をさせてもらいました。新城地区で

も、協議会の皆さん、区長さんの皆さん方が

協力されて、空き地あるいは空き店舗の全部

の調査をしていただきました。その後、新城

市も、職員も空き家、空き地の対策について

取り組んでまいりました。 

 空き店舗とともに、空き地の対策につきま

しては、所有者の管理の問題もありますので、

そうした空き家、空き地等の所有者の方々に

対して、調査を行っています。いろんなアン

ケート調査等をしながら考えているところで

あります。 

 空き店舗、空き地が、この新城の、特に中

心市街地にとっては、非常に大きな課題とな

ってきますが、できるところは市として、土

地を集約していくときに、先行取得したりす

ることも、今もなお駅前整備に絡んで行って

いるところであります。 

 今後とも、空き家対策協議会等を通じて、
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これらについて取り組んでいく決意でありま

す。 

○中西宏彰議長 長坂佳子議員。 

○長坂佳子議員 先ほどの答弁の中で、高齢

者が歩いて周遊できる空間という言葉をいた

だきました。まさに、市内の店舗は、本当に

お年寄りの方々の買い物の場としては、とて

も重要なものだと思います。まちが少しでも

元気になるように、さっきお聞きしましたポ

ータルサイト等、ほかの団体の力を借りて、

のれんのかかるまちを目指して活動していき

たいと思います。 

 では、これで質問を終わります。 

○中西宏彰議長 長坂佳子議員の質問が終わ

りました。 

 次に、９番目の質問者は齊藤美代子議員で

すが、御発言は代理の齋藤純子さんにしてい

ただきます。 

 齊藤美代子議員。 

○齋藤純子さん 齊藤美代子議員にかわり通

告に従い質問させていただきます。 

 作手地区には、平成２９年度に作手小学校

山村交流施設が完成し、地域の新しいシンボ

ルとしてスタートされていきます。新しい小

学校が完成すれば、旧４校がようやく１つに

なり、子どもたちも安心して、勉強、運動に

励んでいけると思います。また、地域住民も

快く、気楽に集まれる場所として、山村交流

施設に期待しています。 

 しかし、高齢化、少子化、人口減少が続く

中で、近所とのつき合いが減り、一日会話を

することなく過ごす高齢者、バス通学により

子どもの姿を見ないという現状もますます進

んでいくと思います。地域には、老人憩の家

や小さな集会所がそれぞれ配置されています

が、ふだんはほとんど人々が寄らない場所に

なっています。特に、以前は遊具等が配置さ

れていましたが、事故等を想定され、全て撤

去されています。歩いて遊びに行く場所がな

くなりました。 

 私は今、作手地区で仲間を集め、ボランテ

ィア活動、地域の福祉を考えるを始めようと

しています。まずは本年度から学童のスクー

ルワードから始め、今後は憩いの場所、サロ

ンづくりやファミリーサポート等の取り組み

を考えています。みんなが歩いていける居場

所、気軽に利用できる場所が近くにあると活

動しやすいと思います。 

 山村交流施設だけでは、地域福祉は十分に

賄えないので、近くの居場所が必要となりま

す。今、近所の人々が集まる場所が小さくて

もたくさんあり、人と人がつながる場所とし

て、遊休施設などを有効に活用したいと思っ

ています。 

 そこで、３点の質問をします。 

 １、現在、新城市において、利用の少ない

施設の現状と今後の方向性、整備や利用方法

について教えてください。 

 ２、以前、老人憩の家などに遊具が配置さ

れており、子どもと地域住民とのふれあいの

場所となっていました。今後、子どもたちの

遊具の新たな設置の予定はありますか。 

 ３、作手地区では、来年度から新たに小学

校２校舎が廃校になります。廃校施設の活用

については、今後どのような展開で行われて

いきますか。 

○中西宏彰議長 穂積市長。 

○穂積亮次市長 先ほどの太田議員ともども、

作手地区の再整備について多くの御支援、御

協力をいただいてまいりましたし、そこにか

ける地域の皆さんの思いの深さというものの

上で、御質問について聞かせていただきまし

た。 

 作手地区に限らず、新城市の公共施設のこ

れからのあり方は、市の非常に大きな重たい

課題でもございます。市では公共施設白書と

いうものをつくりまして、今後の公共施設の

あり方について、利用、廃止、あるいは再、

別利用、民間委託などのいろんなケースを考

えながら、今後順次、個別の施設についても
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計画をつくっていかなければならないところ

にきています。 

 御指摘の２つの施設について、まず具体的

なことをお話しさせていただきますが、作手

保健センターでは職員の常駐がなくなって、

乳幼児に関する健やか相談、集団がん検診、

社会福祉教室などの事業を、新城保健センタ

ーから職員が出向いて行っています。診療所

でのリハビリ治療、人間ドックなどにも利用

されていますが、使用頻度は残念ながら低い

状況です。そうしたところから、昨年の地域

意見交換会では、この施設の多目的な利用と

いいますか、子どもさん方の保育的なところ

で利用できないかというお話がございました。

しゃくし定規で言うと難しいというんですが、

ただ、いろんな知恵がありまして、いろんな

集まりの場の設定の仕方ですとか、あるいは

管理者との協議の中で利用していただける場

合には可能な対応をしていきたいとは思って

おります。これについては、施設の設置目的

がございますので、その設置目的を尊重して

いただきながら、なおかつ有効な、多面的な

利用ができるならば、積極的にそれは、私ど

もとしては門戸を広げていきたいと思います。 

 それから、中央老人憩の家なんですが、こ

れは今、建設中の山村交流施設完成までの代

替の面として、習字教室ですとか各種団体の

活動などに利用されていますが、残念ながら、

施設の老朽化が激しいために、山村交流施設

の開設に合わせて、来年の４月から利用を中

止する予定でおります。その後の廃止等々に

ついては、今後検討を加えていきたいと思っ

ています。 

 ２番目の、遊具の設置でございますけれど

も、既に作手地区においては、地域自治区の

ほうでまちづくりの計画が策定をされていて、

その中で子どもを見守ることや、高齢者を見

守るという項目が、非常に大きな重点として

書かれています。その中で、遊具の設置につ

いては、まちづくりの方向と異なるものでは

ないことから、地域自治区制度において、今

回御質問のありましたことについても、地域

協議会で合意形成を図っていただければ、そ

れについての充用が可能ではないかと思いま

す。 

 ただし、遊具については、その後の維持管

理、安全点検等、年々の経常的な取り組みが

必要になってきますので、地域の管理のあり

方、あるいは維持補修の費用をどこに財源を

持ってくるか、あるいは日常的な安全管理責

任をどこが負っていくか、これらについては

十分に配慮し、協議をした上で、一歩踏み出

していかなければいけないのかなというふう

に思います。 

 それから、廃校施設の活用でございます。

御指摘のとおり、来年４月に新しい小学校が

開設されますと、さらに現在の南校舎、北校

舎がいわゆる廃校となります。廃校となった

施設は、当然、活用されなくても維持管理、

その他について費用の負担が必要になってま

いりますし、場合によっては、その老朽化に

よる危険性が増したりすることがあります。 

 作手地域では現在、旧菅守小学校は地域の

交流拠点施設として活用していただいていま

す。巴小学校は、巴地域の皆さんから、校舎

を住居として活用する案が提案、要望されま

した。私どもも、これは非常に積極的に受け

とめたいと思ってまいりましたけれども、平

成２７年度、昨年でありますけど、この地域

が土砂災害特別警戒区域に指定されたことか

ら、いわゆる居住施設にする場合には、相当

な、多額な費用をかけた安全対策や改修が必

要になってまいりました。それらを踏まえて、

次のステップへどう進んでいくのか、地域の

皆さんの要望は要望として踏まえた上で、地

域の皆さんにもこの新しい事態をお伝えしな

がら、よりよい活用の仕方について、協議を

継続していかなければならないと思っている

ところであります。 

 以上です。 
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○中西宏彰議長 齊藤美代子議員。 

○齋藤純子さん 今、１番の質問のところで、

白書をつくっているというお話がありました。

白書の中で、調査していく中で、数字だけで

判断をされると、作手地区では数字ではかな

うことはありません。なので、保健センター

のときのように、地域の方々と意見を交換す

る場所であるとか、地域の人と話し合いをす

る、行政と一緒に顔を合わせて話し合いをす

る機会などをつくっていただければ、そうし

た要望を聞いていただいて、また行政のほう

からも、その立場とか、制度のことも説明い

ただけると思いますので、そういう機会をぜ

ひ設けていただきたいと思います。 

 廃校の活用に関しても、同じく地域にまず

は話をということで、地域で話し合いをする

ことは、もちろん必要ですけれども、高齢化

の進んだ地域で話し合いをしていくというこ

とには、やはり限りがありますので、行政的

な支援ですとか、外からの情報を入れていた

だくような、そういう機会をぜひつくってい

ただきたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

 以上で質問を終わります。ありがとうござ

いました。 

○中西宏彰議長 齊藤美代子議員の質問が終

わりました。 

 以上で、通告者の質問が終わりました。女

性議会一般質問を終了します。 

 それでは、ここで下江新城市議会議長から

本日の講評をいただきたいと思います。 

 下江議長、よろしくお願いいたします。 

○下江洋行市議会議長 まずは、９名の女性

議員の皆さん、本日は大変お疲れさまでした。 

 この新城市女性議会は、男女共同参画の実

現に向けまして、女性の方の市政の参画を積

極的に推進することを目的に、昨年度からの

取り組みで、今年２年目となりました。本日

は、例えば福祉の分野におきまして、障がい

者福祉、そして災害弱者も含めてですけれど

も、さらには子育て支援、また女性の、業を

起こす、起業における創業支援、実際に会社

を興して、頑張って見える方からの御意見や、

また御質問。さらには、この北設楽郡も含め

まして、大変豊富な森林資源の林業の現場で

働きます林業従事者としての森林政策の提言、

また御質問。また、中心市街地の活性化等々、

皆様方の地域に根づいた日々の暮らし、そし

て営みに基づく大変現実路線の皆様方の御提

言、また御質問は大変共感を持ちましたし、

またとても重く受けとめるものでありました。 

 市政の課題は、皆様からもさまざまな分野

におきまして御質問いただいたわけなんです

けど、まだまだ防災、防犯、そして教育、環

境問題、そして生活のインフラ整備等々、幅

広い分野の市政における課題等がございます。

今日、女性議会はまず今日１日、一区切りと

いうことなのかもしれませんけれども、そう

したほかの分野での課題につきましても、ま

た皆様方、女性の視点で、そして生活者の視

点で、さまざまな御提言、また御疑問等を

我々、議会に対しても積極的にぶつけていた

だければ幸いでございます。 

 今月の２７日に、市民まちづくり集会が開

催されます。もう、説明するまでもないかと

は思いますけれども、こうしたチラシとポス

ターでＰＲをしているので、皆さん御存じだ

と思いますけれども、ぜひ今日の女性議会の

皆様の成果、また市の答弁から共有されたも

のも踏まえて、この市民まちづくり集会に参

加していただき、そしてディスカッションの

部もありますので、活発な議論をしていただ

くことが、よりこのまちづくり集会が昨年よ

りも充実したものになるのではないかと思い

ますので、その協力もお願いするものでござ

います。 

 また、皆さん、御存じかもしれませんけれ

ども、ちょうど１年前、昨年度、平成２７年

度の９月の議会におきまして、男女共同参画

を考慮した議会活動の促進のために、出産を
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理由に会議の欠席ができる措置を、条例の改

正により、会議規則で定めました。これは、

やはり、こうした議会にも女性の進出を幅広

く門戸を開いて、皆様の活躍の場を期待する

という趣旨も含めてのものでございます。 

 １年後になりますけれども、新城市議会、

改選期を迎えます。ぜひ、皆様の中から、ま

た皆様のお知り合いグループの中から、皆様

の御主人でもいいと思います、どうか、皆様

の勇気をもって、そうした場にチャレンジし

ていただくことが、より女性の皆様の考え、

そして皆様の視点、政策が、市政により反映

されることにつながると思います。そのこと

も皆様にお願いといいますか、御期待を申し

上げまして、簡単ではありますけど、講評の

一端とさせていただきます。 

 本日は、大変お疲れさまでございました。

ありがとうございました。 

○中西宏彰議長 ありがとうございました。 

 以上をもちまして、平成２８年度新城市女

性議会を閉会いたします。 

 女性議員の皆様、大変御苦労さまでござい

ました。 

   （拍手） 

   閉 会  午後３時13分 

 

 

 


